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子ども一人一人の自己実現のために～進路保障の取組～                

                                         人権同和教育課 

 

令和６年度課題別研究会「進路保障」 

 

 

 

 

 

６月に伊佐市で開催した研究会では，子どもの育

ちをつなぐ進路保障の取組について，講座やトーク

セッション，実践発表が行われました。 

参加者は，子どもたち一人一人の自己実現のため

に，私たち教職員はどのように向き合い，関われば

よいか，議論を深めました。 

 

全ての子どもたちの教育や就職の機会

均等のために 
 

進路保障は，同和地区の子どもたちの教育と就職

等における差別をなくし，これらの機会均等を保障

することから始まりました。 

現在の進路保障の原点と言える代表的な二つの

取組を紹介します。 

 

教科書無償給与への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

部落差別が原因で就労や家庭の経済状況が不

安定なために教科書を買うことができず，学校へ

行きたくても行くことのできない子どもたちが

いました。 

高知県の，ある同和地区の親たちの「子どもた

ちを学校で学ばせたい。」という思いから始まっ

た「教科書無償給与の確立運動」は，全国に広が

り，「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に

関する法律」が公布・施行されました。現在も全

ての子どもの就学の機会を保障することにつな

がっています。 

 

 

 

   「社用紙」から「統一応募用紙」へ 

 

 

 

昭和 48年，当時の労働省，文部

省，全国高等学校長協会の協議に

より，「全国高等学校統一用紙」

が制定されました。 

「全国高等学校統一用紙」（統一応募用紙）が

できるまでは，会社が独自に作った就職応募用紙

（社用紙）が使用されていました。 

当時の社用紙には，同和地区の子どもたちをは

じめ，社会的・経済的に被差別状況にある子ども

たちが排除される差別的な内容が含まれていま

した。 

子どもたちの置かれた被差別状況に気付いた

教職員たちの取組から，「社用紙」を見直す運動

が始まり，幾度かの改訂を経て，現在に至ってい

ます。 

 

 

 

 

小学校６年生社会科学習指導案 

「教科書無償給与への取組を通して」 

進路保障に係る学習で活用できる 

ワークシート 

進路保障とは 

○ 進路の実現を阻む差別等をなくす。 

○ 全ての子どもの確かな自己実現を図る。 

○ 差別を乗り越える力，差別をなくす力を高める。 

 

子ども一人一人の自己実

現のために仲間と共に将来

を思い描き，切り拓いてい

く力を育む取組です。 

今日の話を聞きながら，担任をしているあ

る子どものことが頭から離れませんでした。

まずは，その子どもの話をしっかり聞くこと

から始めます。   【参加者の感想から】 

小学校の入学式。教室の

机上には，教科書が入った

左の袋が置かれています。 

目を輝かせながら，袋の

中をのぞき込む１年生。 

毎年繰り返されている

小学校入学式当日の光景

です。 

職員研修等で，二つの取組を知ることを通し

て，全ての子どもたちの進路を保障する取組に

ついて，何ができるか意見を交流する機会にし

ましょう。 

「本当のことを書いたらどうなるのか…」 

ペンが止まった高校生たちの思い 

 

https://www.pref.kagoshima.jp/ba09/documents/114070_20240905144908-1.pdf
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